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ケラチナム１３のご案内
ケラチンブーストセラミックス抽出液と特許成分ケラチン配合
悪臭と髪荒れが必須だったキューティクル補修を革命的な大幅改善を実現
－ケラチナムサーティーン-　　　製品企画書
特許申請中・取得済みケラチンを特殊配合
プロテキュート（平均分子量を均一にしたケラチン）
髪の補修と美容を同時にもたらすため、

パーマやヘアカラーの前・後処理剤として最適な製品です。
１.従来のケラチン製品に見られた課題
２.ケラチナム１３の作用
３.作用の決め手は「カチオンＰＨ１３」その役割と特徴
４.カチオンの有用な福効果
５.製品仕様・規格・特許
６.ご愛用者の声
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1. 従来のケラチン使用製品に見られた課題
ケラチンは、細胞骨格を構成するタンパク質の一つです。

細胞骨格とは太い方から順に、微小管、中間径フィラメント、アクチンフィラメントと3種類あり、このうち上皮細胞の中間径フィラメントを構成するタンパク質がケラチンです。

毛髪はもちろん、爪等のほか、角質組織において、上皮細胞は中間径繊維で加工され、硬化することで形成されます。
硬質ケラチンは水をはじめとして多くの中性溶媒に不溶で、タンパク質分解酵素の作用も受けにくい性質を持っています。
これは、ケラチンの特徴であるシスチン含有量の高い（羊毛で約11%）アミノ酸組成に起因しており、ケラチンを構成する下位組織を保護する為にあります。
余談ですが、粘膜などの角質化しない上皮細胞においてもケラチンは中間径繊維の構成タンパク質として重要な役割を果たしており、上皮組織のシート状構造はケラチン繊維によって機械的強度を保っています。

この特徴の為、従来のケラチン使用製品には多くの課題が残されており、特に髪に対しては効果が適正に得られる製品はとても少なく、高価でした。
その最大の課題はケラチンそのものを、そのまま髪や爪に塗布しても効果は得られないという事です。
ケラチンをそのまま塗布した場合

ケラチン　⇒　髪の表面に残留するだけ。＝乾燥するとドライヤーや櫛通し程度の衝撃で剥がれ落ちる。
ケラチンに有効な分解酵素を前処理として行い、その後ケラチンを塗布する場合
ケラチン分解酵素（アンモニア等）　⇒　髪の表面を軟化　⇒　ケラチン　⇒　融合　⇒　髪は確実に良いコンディションになる、反面２度手間でありとても高価
ケラチナム１３を使用した場合
擬似ケラチン分解酵素とケラチンを同時に得られる　⇒　髪の表面を軟化すると同時にケラチンを融合　⇒　　髪は良いコンディションとなる
つまり・・・今ある髪の表面を軟化（＝補修）しながら、新鮮な髪成分、ケラチンを補完（＝美容）できる
このロジックを実現したのが本製品であり、安価で容易なヘアケアをご自宅で簡単に行っていただく事が可能になりました。

※製品に含まれるケラチンは、濃度を２％（ケラタイド１%･プロテキュート１%）としております。

※本製品のＰＨは１１～１４の強アルカリにあたりますが、セラミックス由来のミネラルＰｈですので安全であり、アレルギー報告などが無い食品添加物から構成されます。
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２.ケラチナム１３の作用
髪の補修作作業を、ケラチナム１３にて行ってみました。

試験方法：

· 検体の髪を拡大撮影（直毛・黒髪・３０歳女性提出）

· ケラチナム１３を塗布し、ドライヤー乾燥後１２時間放置し、その後水洗い

· この行程を７日間繰り返した同検体を撮影した

結果：
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・処理前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ケラチナム13にて処理後１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ケラチナム１３にて処理後７日
●試験考察
一日目の結果は、通常女性の１日に行われるであろう処理（ドライヤー、洗浄）を施したにもかかわらず、約50％程度の補修が見受けられる。（映像解析による数値化）

７日後の結果では、補修が完了しており、髪の太さも約１．１倍に増量しており、ケラチンが髪を形成している事が判断できる。

作用の秘訣は、カチオンＰｈ１３で軟化された髪への確実なケラチン同化にあります。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※プロテキュートの作用のみではここまででした。
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使用前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロテキュート使用開始２日後
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　　使用開始から７日間連続使用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロテキュ－ト使用者のカラー発色　　　　　　未使用者のカラー発色
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3. 効果の決め手は「平均Ｐｈ１３」その役割と特徴
ケラチンは酸に溶けて、作用を発揮する水溶性ケラチンへと形をかえます。

つまり、ケラチンを髪に与えようと考えたら酸で髪を洗うしかありません。

ハ　ゲ　て　し　ま　い　ま　す　よ　ね　？
ケラチナム１３では、この酸に変えて「カチオンＰＨ」を代用

パーマやヘアカラーに使用される「アンモニア」を、天然ミネラルで実現しました。
· 世界で最も安心な強アルカリ水を独自開発（平均Ｐｈ１１～１４）。
これにより、アンモニアを使用せず、髪が軟化する状況をつくりあげます。
· ケラチン分解作用の働きを阻害しない、食品にも応用されている健康的なアルカリ環境を実現。
採用している特許ケラチンの長所をそのまま生かす、独自処方です。
· 殺菌作用はもちろん、アルカリ水のもつ良さはそのままに、アミノ酸と反応して即座にＰｈは中性へ変化。

アトピー治療に使用される殺菌作用をもち、頭皮に付着してより一層の「美髪」作用を生み出します。
つまり・・・・

髪だけに着目した髪の為の髪に必要な成分・作用を単一製品で実現した製品！
それが「ケラチナムⅩⅢ」です。

４. カチオンによるＰｈ１３環境がもたらす恩恵
事実！加齢とともに頭皮も年齢をとっていきます。

年齢を重ねる＝代謝が悪くなる、これは当たり前の事実です、そのメカニズムは、皮膚組織がそのまま長期間体内にとどまり、その間に　紫外線を浴びたり、活性酸素などの攻撃を受けたりして変性し、すると皮膚組織は、サビついたベットマットのようにきしみ、弾力性・柔軟性を失い固くなります。
踵の皮膚や足の親指の皮膚が硬くなってしまうのが最も身近な例です。

皮膚組織が固くなると分解されづらくなり、ますます代謝のスピードが落ち、さらに新しい皮膚組織が作られなくなるという　悪循環を引き起こします。
この改善に一役買うのがカチオン由来の強アルカリ環境です。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ケラチナム１３では、カチオン由来のＰｈを平均１３としながら、老廃物と反応し、即座に中性へと性質を変化させます。
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この瞬間のＰｈ変化が何を生み出しているか、それは

たんぱく質を還元すると同時に刺激を与え、寝ている肌を活性化させます！

· 疑う方は次のページをご覧下さい、ただし、長くて理屈っぽいです。

アルカリ？・・・お肌に優しいのは弱酸性じゃない？
昨今、弱酸性の洗顔料、シャンプー、ボディシャンプーが大はやり！
弱酸性の洗浄成分はもれなく『合成界面活性剤』であることは、もう言うまでもないですよね。
肌・髪・頭皮は弱酸性です。
だから弱酸性の洗顔料、シャンプー等は肌に低刺激。これは間違いないです。
ですが、　“肌に本当にやさしいのか？”と問われれば、　“まったくやさしくない”
「低刺激」＝「肌にやさしい」ということではなく、優し過ぎが害にもなる！
長く肌を “過保護”状態にすることが、逆にお肌に過酷な状況になっているであろうと考えられます。
健康な肌って、たとえば石鹸（弱アルカリ）で洗って一時的にお肌はアルカリに傾きます。
しかし、健康な肌・髪・頭皮は乾けば元の弱酸性に戻ります。
これが皮膚に棲息する常在細菌がイキイキ元気に働き、肌を健康に保っている理由なのです。
ところが、毎日のように、　“やさしい”と言われる弱酸性で洗っている場合はどうでしょう？働かなくてもズーッと酸性のままでいられるので肌は徐々に怠慢になってきます。
どういうことかというと、お肌自ら働いて活性化しようとせず、常に受身の体制。
お肌イキイキの善玉常在細菌が怠慢になり、悪玉優勢になることで、肌は本来の元気さに欠け、これが乾燥肌や敏感肌をもたらす原因の一つとも考えられているらしいのです。
これはちょうど、副腎皮質ホルモン（ステロイド）を長期にわたって服用していると副腎の機能低下をもたらす事実があるのと酷似しています。
アルカリに傾いたら自分の肌力で弱酸性に戻るのですから、その自然のメカニズムを壊す“甘やかし”などをする必要性はまったくないわけです！
これが、ちょっとのことでダメージを受けてしまう “弱々しい肌になり下がるのです！”
その甘やかしの助長が、『乾燥肌』、『敏感肌』につながると考えられ、そして弱酸なので、より皮脂の酸化のお手伝いもしているわけです。それが積もり積もって、肌や頭皮のカユミ・肌トラブル・ニキビ・吹き出物・シミ・黒ズミ等をもたらす原因のひとつと考えます。
ですから、上記のトラブル防止の意味においても『過酸化脂質を』予防する、アルカリ性である石鹸を顔を含めた全身洗浄に使う意味は非常に大きいと考えます。
　結論とし弱酸性で肌を甘やかすな！
すると、合成界面活性剤の洗顔料＆クレンジング等のメーカーからこんな反論が来そうです。
『汚れた皮脂をちゃんと洗浄できるので、過酸化脂質蓄積の心配はありません！』とね。
しかし残念ながら、石鹸もそうですが、合成界面活性剤も微量とはいえ肌に残ります。
合成界面活性剤は、まだ有効な弱酸性の洗浄剤として肌に残っているのです。
どういうことかというと、石鹸はアルカリで、肌に残留しても肌が乾燥すれば弱酸になり洗浄成分としてはもう働きません。ですので「皮膚から浸透して細胞のたんぱく質変性」などないのです。
ところが、合成界面活性剤は、肌に残ってもまだ弱酸性の洗浄成分としての働きをしています。
これが、新しく出てくる皮脂の酸化を促進する要因にもなり、合成界面活性剤が化学添加物と一緒に皮膚浸透する「経皮毒」の心配の要因にもなっているのです。
合成界面活性剤は、シャンプー等をしている最中もそうですが、皮膚残留についても注意しなければならないポイントはここなのです！そしてケラチネム１３は「カチオン由来のアルカリ溶液」です。
頭皮・髪に適正な刺激を与え、なおかつ残留物質が体内に残留することはありません。安心してご使用下さい！
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５. 製品仕様・規格・特許　

· ケラチナムサーティーン
●メーカー希望価格　＠￥2.800　　（サロン店頭売価＠￥2400、インターネットによる販売は不可）
・原材料名　：　水、炭酸カルシウム、ラウリルジモニウムヒドロキシプロピル加水分解ケラチン
・ご使用方法
■■使用方法
シャンプーの後に、髪全体になじませるようにご使用下さい。カラーやパーマの後が最もお勧めです。

ご使用後にブラッシングするとより効果的です。
■■使用上の注意

・内服液ではありません。万が一飲み込んでしまい、異常を感じた場合は専門医へご相談下さい。

・目鼻等に入った場合は、すぐに大量の水で洗い流して下さい。

・皮膚の異常、発疹、発赤、かゆみなどの症状があらわれた場合は、使用を中止し専門医にご相談下さい。

・開封後はお早めにご使用下さい。

・衣服等に付着した場合は、しみになることがありますのでご注意下さい。
・使用後は高温・低温・多湿を避け、乳幼児の手の届かない清潔な場所に保管して下さい。

・乳幼児へのご使用は誤飲などの危険があるので使用しないで下さい。

・ボトルから出した内容液を容器に戻したりしないで下さい。

・天然由来抽出液を多く含みますので、製品ごとに色・香が若干異なる場合がございますが、品質には問題ございません。

・まれに沈殿物が発生することがありますが、製品の性能・安全性には全く問題ございません。

・髪に表傷が多い場合、髪が切れてしまうことがございます、症状が見られた場合は使用後に水で髪をすすいで頂くか専門サロンへご相談下さい。

・髪の健康の為に、専門サロンでの定期ケアをお勧めいたします。
・本体のノズルはミネラルの沈殿対策として容器の際下部に製品出荷時から届いていません。
■■レフィルを使用して補充する際の注意

・ケラチナム１４アミノプロテクションの専用レフィルとしてご使用下さい。

・詰め替え時には衛生的な環境下で行い、本体のノズル等にはお手を触れぬようご注意下さい、異常発生の原因となります。
業務用２リットル、完備（サロン専用製品）
サロン購入価格￥要お問い合わせ
６.ご愛用者の声
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２８歳・女性　
先日頂いたモニター用サンプルを雑誌の撮影会で使用させていただきました。
普段はヘアメイクさんと悪戦苦闘する私のカールなのですが、ケラチナム１３を使用すると思いのままにスパッと決まるので感激しました。

使用方法は、スタイルを決めてスプレイ⇒ドライヤー、この行程を繰り返すのみで驚きの仕上がりでした。
キープ時間も長く、使用感は「はじめしっとり後サラサラ」な理想通りの仕上がりでした。
私の中では髪の補修剤という枠を超えて、「オールインワンのヘアコスメ」という印象を、１度の使用で感じました。
これからも私の定番の一本として使用し続けます。
引き続き、
モ　ニ　タ　ー　様　　大　・　大　・　大　募　集　中　！



















































































































































